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千葉大学アカデミック･リンク･シンポジウム 

「つながる学び：アカデミック・リンクのこれまでとこれから」   
2014年12月22日（月） 

情報利用行動定点観測 

アカデミック・リンク・センター兼務教員 

白川優治（普遍教育センター） 



情報利用行動 分析 

学習/生活空間・時間利
用状況データ 

学習成果へ
の影響 

情報利用行動定点観測プロジェクト 
Student Behavior Observatory 

①アカデミックリンク・図書館の利用状況 
②情報端末の利用状況 
利用記録・アクセス記録の分析 

①授業参加状況 
②自習室の利用状況 
③自宅学習の状況 
自己申告によるウェブアンケート 

学生の学習行動と学習成果の関連を、情報利用行動と学習/生活
空間の利用状況から継続的・横断的に検証する 

学籍番号 
による接合 

授業履修状況/学務情報 
と関連を分析 

学習環境の検証 

アカデミック・リンクの検証 



情報利用行動定点観測プロジェクト 
調査・分析内容 

• 千葉大学学習状況・情報利用環境調査（学生アンケート） 

•  IDを共通記号化したうえでの各種調査の結果と学生成績情報の
連動分析 

• 学生に対するフォーカス・グループ・インタビュー調査 

• 学生撮影写真および個人インタビューの併用によるフォトボイス
調査 

• 定点カメラ映像を用いたアクティブ・ラーニング・スペース利用状
況調査 

• 赤外線センサーによる館内動態調査 

• 図書館館内での図書利用状況調査 

• 情報探索行動の自動認識のための技術開発 
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本報告部分 



情報利用行動定点観測プロジェクト 
の意義と位置付け 

• アカデミック・リンクの効果測定 

–量的データの分析と質的データの分析 

• 千葉大学の「教育のIR（Institutional Research）」 
として学修成果・環境変化の効果検証 

• データに基づいた現実の学生の実態や現状を 
踏まえた（Evidenced Based）の教育改革の方向性
の提言・検討材料 
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千葉大学 学習状況・情報利用環境調査 

• 千葉大学全学生を対象とした独自webアンケート               
「千葉大学 学習状況・情報利用環境調査」（年１回定期） 

–対象：千葉大学に在学する全学部学生 

–質問項目・内容： 
• A）学習・生活空間の利用に関する設問 

• B）情報利用行動に関する設問 

• C）千葉大学附属図書館の利用状況 

–調査時期・方法・回答数 
 

 

 

  

 

 

2012年度調査 2013年度調査 

調査時期 2013.01.21－03.10 2014.01.10－03.10 

調査方法 
REAS(リアルタイム評価支援 シス
テム：放送大学提供)を  用いた
ウェブアンケート 

REASと千葉大学Moolde（千葉大学
の全学LMS）の２つのシステムによる
ウェブアンケート 

回答数 1,026 928 
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調査結果の公表状況 



• 現在2014年のアンケ
ート調査を実施中 

 

• 学生のみなさんには
回答をお願いします 
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 IDを共通記号化したうえでの各種調査の結果と 
学生成績情報の連動分析 

• 情報利用行動分析 
– 附属図書館の入館記録（ 2012・2013年度） 

– 附属図書館での図書貸出記録（ 2012・2013年度） 

• 学習/生活空間・時間利用状況データ 
– 千葉大学全学生を対象とした独自webアンケート： 

千葉大学 学習状況・情報利用環境調査（ 2012・2013年度）  

• 授業履修状況/学務情報 
– 学士課程在籍全学生の履修単位数・GPA・成績状況     

  （2011・2012年度） 

– 学士課程在籍全学生の入学時の入試記録（2011年度） 

 

 

附属図書館 

アカデミック 
リンクセンター 

教務課 

入試課 

附属図書館 

・研究倫理上の審査を経たうえで、データを収集・統合 
・学籍番号を匿名化コードに変換し、個人情報を削除して  
 結合した分析パネルデータセット（n=13703）を構築 



データ特性・信頼性  

  

2013 年度の状況 

GPA 

（2012） 

履修登録
単位数 

（2012） 
貸出冊数 

平均貸出
日数 

入館回数 来館日数 

全体 

N  10729 10729 5116 5116 7254 7254 

平均値 2.4 110.8 12.8 21.5 40.7 28.6 

標準偏差 0.66 48.1 17.6 19.1 54.3 30.3 

回答者外 

N 10136 10136 4430 4430 6363 6363 

平均値 2.4 112.2 12.0 22.0 37.6 26.3 

標準偏差 0.66 48.1 16.3 19.9 52.3 28.6 

2013年 

調査 

回答者 

N 593 593 686 686 891 891 

平均値 2.6 86.5 17.9 18.6 62.4 44.7 

標準偏差 0.58 40.1 23.6 12.2 62.7 36.6 
回答者・回答者外の 

平均値の差の検定（t検定） 
p<0.001 p<0.001 p<0.001 p<0.001 p<0.001 p<0.001 

• データの特性：2013年度 



データ特性・信頼性  

 

 

 

 

「調査における成績の自己認識」（2013年調査回答）×GPA（客観データ） 



データ特性・信頼性  

• データ特性 

–回答者は、平均的な千葉大生よりも 

• 成績がよく、履修授業を精選している。 

• 図書館にもよく来館し、本を借りる頻度も高い。 

 

• データの信頼性 

–複数の学内調査・客観データと比較する時、データ
の傾向は一致しており量的分析の対象として回答は 
信頼できる 

 



授業学期中の平均的な大学にくる日数・滞在時間 
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授業学期中に平均的に大学にくる日数（週） 
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授業学期中に平均的な日の大学の滞在時間（時間） 

・大学にくる日数（週）                4.7日（平均）     
・平均的な日の大学の滞在時間（時間）  6.2時間（平均） 



学習時間の状況 

• 1年次は授業中心の学習 

• ３年次以降、「授業外の学習の  
個人差」が広がる 



新しい学習環境の評価 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

2012 
(n=991) 

2013 
(n=929) 

N棟 2・3階の会話可能な学習エリア 

N棟 3階のPCエリア 

N棟 4階のグループ学習室 

N棟 2-4の個人学習デスク 

K棟 1-3の個人学習デスク 

L棟 1-4階の個人学習デスク 

附属図書館本館（西千葉キャンパス）では学習しない／附属図書館本館には行かない 

附属図書館本館で最も好ましいと思う場所 



学習環境の利用状況・利用目的 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

第１四分位 
(N=102) 

第２四分位 
(N=140) 

第３四分位 
(N=247) 

第４四分位 
(N=404) 

ひとりで勉強するため 友達とグループで勉強するため 

教育用端末（PC)を利用するため 授業の課題・レポートや論文を作成するため 

図書・雑誌を利用／借りるため 休憩のため 

なんとなく 附属図書館へは行かない 

附属図書館の利用目的×入館日数四分位 



学習環境の利用・認知状況 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

図書館が主催しているガイダンス 

図書館が提供しているe-journal（電子図書館） 

図書館のウェブサイトから仕える各種データベース 

てとり文庫 

N棟2階の新着図書コーナー 

文献取り寄せ 

学生購入希望図書 
I棟2階のコンテンツ製作室の学生利用 

普遍教育の授業紹介動画 

プレゼンテーションスペース 

グループ学習室 

1210あかりんアワー 

企画展示の募集（ブックツリー） 

オフィスアワー 

レファレンス・カウンター 

授業資料ナビ 

パソコン・プロジェクタの貸出 

ALSAによる学習相談 

知らない 知っている 実際に利用／参加した 

アカデミックリンクセンター・附属図書館の実施企画等の認知度・利用状況 



学修成果（GPA）は何に影響を受けているのか 

•    図書館の利用状況とGPA 

 

 

 
 

 

   学習への姿勢とGPA 
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まとめ 
• 学習状況・学習時間について 

– 学年進行とともに、授業中心の学習から、授業外の自主学習中心の学習に
変化する。 

– しかし、自主学習については、個人差が大きい。また、学部・専門性の相違も
考慮する必要がある。 

• 学習環境の利用状況について 
– 新しい学習空間（会話可能エリア）は学生に受け入れられている。他方、静か
な 学習空間を好む学生もほぼ同じ割合存在する。 

– アカデミックリンク設置前後の入学年で、図書館の利用行動に違いがみられ
る。 グループで学習できる場所という意識が図書館来館につながっている可
能性が ある。 

– とはいえ、アカデミックリンクセンター・附属図書館の各種企画・サービスの認
知度は高いとは言えず、さらなる組織的な努力・方法の検討が必要である。 

• 学修成果と学習環境の関係から 
– 学生の学修成果を高めるためには、学習姿勢をどのように変えていくのか 
＝教育プログラム・教育方法・学生への働きかけとしての大学教育の在り方 


